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目的　わが国の平均寿命は現在もなお高い水準を維持している一方で，死因構造の中心は第二次世
界大戦を境に感染症から生活習慣病に転換した。このように，日本人の死因構造は大きく変化
しており，特に日本人の死因第一位であるがんは戦後のわが国の平均寿命の変化に影響を与え
ていると考えられる。そこで，本研究は死因構造が転換した戦後に焦点を当て，戦後生まれの
がんによる死亡を除去した場合の生命表生存数に与える影響を，コホート（世代）生命表を用
いて世代別に比較し，検討した。

方法　本研究は，1950-1954年から2005-2009年までの12の出生コホート（ 5年間出生集団）を対象
とした。2010年までの期間生命表データを用いてコホート生命表死亡率および生存数を算出し，
がん死亡を除去した場合の期間生命表死亡率からコホート生命表死亡率および生存数を求めた。
これらの生命表生存数を用いて，がん死亡を除去した場合の生命表生存数の変化を算出し，が
ん死亡を除去した場合に生命表生存数がどの程度変化するかを世代別に検討した。

結果　男女ともに年齢が高くなるにつれて，がん死亡除去による生命表生存数変化は大きくなり，
世代が新しくなるにつれて小さくなっていたが，女性については男性よりも世代間の違いは小
さかった。また，最も大きく生命表生存数が増加した世代は，30歳未満では男女ともに1955-
1959年出生コホートであったが，30歳以上では1950-1954年出生コホートであった。世代間で
生命表生存数の変化に違いが生じ始める年齢は30歳代後半から40歳代前半にかけてであり，ど
の出生コホートにおいても40歳未満では男性の方が生命表生存数の変化が大きいが，40～54歳
では女性の方が大きく，年齢によって性別で特徴がみられた。

結論　戦後の出生コホートにおいて，がん死亡を除去した場合の生命表生存数の変化は，男女とも
に世代が新しくなるにつれて漸減しており，がん死亡による世代影響は徐々に小さくなりつつ
ある。また，年齢階級別にみると男女ともに30歳代後半から40歳代前半にかけて世代間に差が
生じ始めており，40歳代から50歳代前半にかけては女性の方ががん死亡による影響が大きいこ
とが明らかになった。
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Ⅰ　緒　　　言

　わが国の平均寿命は第二次世界大戦から約40
年が経過した1984年以降，世界第一位となり，
現在もなお高い水準を維持している（2013年で

男性80.21歳，女性86.61歳1））。一方で，わが
国の死因構造の中心は，第二次世界大戦を境に
感染症から生活習慣病に転換し，日本人の死因
構造は大きく変化している。その中でもがんは
日本人の死因第一位であり，現在もなお年々増
加傾向にある2）。また，特定死因を除去した場
合の平均寿命の延びをみても，がん死亡を除去
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した場合の平均寿命の延びが最も大きく（2013
年で男性3.79年，女性2.91年）1），がんは戦後の
わが国の平均寿命の変化に影響を与えていると
考えられる。
　著者らはこれまでに，わが国の平均寿命に関
して各歳の期間生命表（通常の「生命表」のこ
と）を整備し，各年の出生コホート（同時出生
集団）について作成された，コホート（世代）
生命表の作成方法3）に準拠して，1995年までの
期間生命表データを追加したコホート生命表を
作成し，性別・世代別の平均余命の推移につい
て検討した4）。さらに著者らは，2000年までの
期間生命表データを追加したコホート生命表を
用いて，循環器疾患死亡を除去した場合の生命
表生存数の変化を検討したが5），これまでにコ
ホート生命表による各種死因の世代別影響を検
討した研究は，わが国ではほとんどないのが現
状である。
　そこで，本研究では死因構造が転換した戦後
に焦点を当て，戦後生まれのがん死亡を除去し
た場合の生命表生存数に与える影響を，コホー
ト生命表を用いて世代別に比較し，検討した。

Ⅱ　方　　　法

（ 1）　コホート生命表の作成
　期間生命表とは，ある期間における対象集団
が示した実際の年齢別死亡率に従って，あたか
もその年に出生した集団が年齢を重ねるにつれ
て死亡したと仮定した場合，その生存と死亡の
秩序を年齢を追って表したものである4）。これ
に対してコホート生命表は，現実的な出生コ
ホートを追跡して作成された生命表である3）。
　今回用いたコホート生命表は，これまでに著
者らが作成したコホート生命表5）に，2010年ま
での期間生命表データ6）-8）を追加したものであ
る。まず，1950年から2010年までの期間生命表
の年齢階級［x，x＋n－ 1）歳における 5歳階
級別生命表死亡率nqxを要素とするマトリック
スＱを考え，図 1のように左の1950年から右の
2010年までの年齢 0～ 4歳（最上段）から90歳
以上（最下段）までの一連の死亡率nqxを並べ

たマトリックスＱの，左斜め上から右斜め下へ
と縦断的にnqxを捉えていき，これをコホート
生命表の死亡率として考える。例えば，1950-
1954年出生コホートの生命表を作成するとき，
図 1の丸印で囲んだ5q01950，5q51955，…，5q602010を
1950-1954年出生コホートの 5歳階級別生命表
死亡率と考えることができる。このようにして，
新たに並びかえた各出生コホートの生命表死亡
率（nqxc）を用いて一連の生命関数9）を導き出す
ことができる。
　今回，定常人口（Tx）および平均余命（ex）
の算出にあたっては，本研究の対象が戦後の出
生コホートであるため高年齢まで追跡ができず，
平均余命を算出できなかったことから，
［x，x＋n－ 1）歳における 5歳階級別コホー
ト生命表生存数（nlxc）を算出した（以下，生命
表生存数を単に「生存数」）。

（ 2）　がん死亡を除去した場合の生命表死亡
率・生存数の算出

　がん死亡を除去した場合の［x，x＋n－ 1）
歳における 5歳階級別期間生命表死亡率
（nqx（-がん））を次式に示すJordanの方法10）を用いて
算出した。

nqx（-がん）＝ 1 -（ 1 -nqx）
ただし，

nrxがん＝nDxがん／nDx

1 -nrxがん
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図 1　コホート生命表の死亡率を示すマトリックス

注　nqx：年齢階級［x，x＋n－1）歳における期間生命表の死亡率。
○は1950-1954年出生コホートの死亡率を表す。
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　nDx： 年齢階級［x，x＋n－ 1）
における全死亡数

　nDxがん： 年齢階級［x，x＋n－ 1）
における，がんによる死
亡数

　また，一連のnqx（-がん）を用いて，
前述のコホート生命表の作成と同様
の方法で，がん死亡を除去した場合
のコホート生命表死亡率（nqxc（-がん）），
および生存数（nlxc（-がん））を算出した。
　以上の方法に基づいて算出した
1950-1954年から2005-2009年までの
12の出生コホート（ 5年間出生集
団）における生存数とがん死亡を除
去した場合の生存数の変化（nlxc（-がん）

－nlxc）を用いて，がん死亡を除去し
た場合の生存数に与える世代別影響
について検討した。なお，全死因お
よびがん死亡数は人口動態統計デー
タ11）-15）を用いた。

Ⅲ　結　　　果

　がん死亡を除去した場合の生存数
変化は，男性では年齢が高くなるに
つれて大きく，世代が新しくなるに
つれて小さくなっていた（図 2）。
男性では，最も大きく生存数が増加
したのは30歳未満では1955-1959年
出生コホートであったが，30歳以上
では1950-1954年出生コホートで
あった。また，世代間で違いが生じ
始める年齢は30歳代後半から40歳代
前半にかけてであり，35～39歳で最
も大きく生存数が増加した世代は，
1950-1954年出生コホート（生存数
変化：222.2人（人口10万人対；以
下，同様））である一方，最も増加
が小さかったのは1975-1979年出生
コホート（172.1人）であった。同
様に，40～44歳で最も大きく増加し
たのは，1950-1954年出生コホート
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図 2　世代別・年齢階級別にみたがん死亡除去による生存数の変化（男性）
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図 3 　世代別・年齢階級別にみたがん死亡除去による生存数の変化（女性）

注　1）　（男性の生存数変化）－（女性の生存数変化）
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（319.3人）であり，最も増加が小さかったの
は1965-1969年出生コホート（257.9人）であっ
た。
　一方，女性については，男性よりも世代間の
違いが小さくなっているが，生存数変化は男性
と同様に年齢が高くなるにつれて大きく，世代
が新しくなるにつれて小さくなっていた（図
3）。その中でも，最も大きく生存数が増加し
たのは男性と同様に30歳未満では1955-1959年
出生コホート，30歳以上では1950-1954年出生
コホートであった。また，世代間で違いが生じ
始めるのは30歳代後半から40歳代前半にかけて
であり，35～39歳で最も大きく生存数が増加し
た世代は，1950-1954年出生コホート（211.6
人）である一方，最も増加が小さかったのは
1975-1979年出生コホート（154.7人）であった。
同様に，40～44歳で最も大きく増加したのは
1950-1954年出生コホート（331.8人）であり，
最も増加が小さかったのは1965-1969年出生コ
ホート（260.3人）であった。
　また，この生存数変化を性・年齢階級別で比
較すると，40歳未満ではどの世代も男性の方が
女性よりも生存数の増加が大きいが，年齢が高
くなるにつれて性差は小さくなり，40～54歳で
は逆に女性の方が大きくなったが，55歳以上は
再び男性の方が生存数の増加が大きくなった
（図 4）。

Ⅳ　考　　　察

　今回，戦後の出生コホートを対象に，がん死
亡を除去した場合に生存数がどの程度変化する
かをコホート生命表を用いて世代別に検討した。
その結果，がん死亡除去による生存数の変化は
どの世代も男女ともに年齢が高くなるにつれて
大きくなった。一方，世代が新しくなるにつれ
て，がん死亡除去による生存数の変化が小さく
なりつつあり，がん死亡が与える影響は小さく
なっている。
　本研究では30歳代後半から40歳代前半にかけ
て生存数の増加による世代間の違いが生じ始め
た。著者らは2000年までの期間生命表データに

よるコホート生命表を用いて，本研究と同様の
方法で循環器疾患による死亡を除去した場合，
生存数がどの程度増加するかを世代ごとに比較，
検討することにより，循環器疾患死亡が各世代
に与える影響を分析したが，循環器疾患死亡を
除去した場合の各世代への影響は40歳代から生
じ始め，年齢が高くなるほど世代間の差が大き
くなっており5），本研究のがん死亡と同様の傾
向を示した。また，性別にみると，どの出生コ
ホートにおいても40歳未満では男性の方ががん
死亡による影響が大きいが，40～54歳では女性
の方がその影響が大きく，55歳以上は再び男性
で生存数変化が大きくなっており，男女で年齢
によってがん死亡による影響に違いがみられた。
本研究では60歳代前半までしか追跡できなかっ
たが，がんの年齢階級別粗死亡率をみても中高
年層で上昇していくことから2），今後は特に中
高年層の世代間の影響にどのような違いが生じ
るかを追跡していく必要がある。
　また，男女ともに世代が新しくなるにつれて
循環器疾患死亡除去による生存数の変化は小さ
くなっていた。また，循環器疾患死亡が生存数
に与える影響は小さくなりつつあり，特に団塊
の世代前後で世代間の差は消失しつつあること
が明らかになった5）。本研究でもがん死亡は循
環器疾患死亡による影響と同様の傾向がみられ，
戦後のがん死亡の影響が徐々に小さくなりつつ
あることが判明した。このように，年齢別，性
別でも世代別影響に違いがみられることから今
後さらに追跡を続け，各世代の性・年齢別のが
ん対策を検討することが重要である。
　わが国での縦断研究は，コホート研究等によ
るものが多い16）-18）。しかし，本研究は疾患のリ
スク因子を検討するものではなく，世代に与え
る影響の大きさを検討するという点では目的が
異なるものの，本研究のような生命表を用いた
縦断的な研究は少ないのが現状である。著者ら
はこれまでにコホート生命表を用いて，性・世
代別の平均余命の推移について検討したが，
1891年から1915年までの各出生コホートは乳児
死亡率が非常に高い時代であることから，どの
世代についても平均寿命が低く，第 2次世界大
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戦中の死亡率の激増で戦時中の年齢における男
性の平均余命は低下し，女性よりも影響が大き
かった4）。このように生命表生存数は，世代に
よって経験する社会的事象が異なるため，各世
代が受けるこれらの影響を考慮する必要がある。
したがって，時代・社会背景による影響を反映
したコホート生命表による分析は，世代・年
齢・性別等の違いを縦断的に検討することがで
き，今後の健康対策を立てるための一助となり
うると考えられる。

Ⅴ　結　　　語

　戦後の出生コホートにおいて，がん死亡を除
去した場合の生存数変化は，男女ともに世代が
新しくなるにつれて漸減しており，がん死亡に
よる世代影響は徐々に小さくなりつつある。ま
た，年齢階級別にみると男女ともに30歳代後半
から40歳代前半にかけて世代間に差が生じ始め
ており，40歳代から50歳代前半にかけては女性
の方が，がん死亡による影響が大きいことが明
らかになった。今後はさらに追跡を続けていく
とともに，他の死因の影響についても検討した
い。
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